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１　18年12月期の業績（平成18年１月１日～平成18年12月31日）

(1）経営成績 （百万円未満は切捨表示）

売上高 営業利益 経常利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年12月期 2,016 △36.9 △770 － △750 －

17年12月期 3,198 △40.3 △482 － △551 －

当期純利益
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資本
経常利益率

売上高
経常利益率

百万円 ％ 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

18年12月期 △2,588 － △16,284 55  － △65.4 △9.3 △37.2

17年12月期 △2,491 － △17,101 92  － △54.8 △4.7 △17.2

（注）①期中平均株式数 18年12月期 158,939株 17年12月期 145,702株

②会計処理の方法の変更 無

③売上高、営業利益、経常利益、当期純利益におけるパーセント表示は、対前期増減率

(2）財政状態  

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

18年12月期 5,444 4,686 86.1 10,445 21

17年12月期 10,623 3,222 30.3 22,118 22

（注）①期末発行済株式数 18年12月期 448,666株 17年12月期 145,704株

②期末自己株式数 18年12月期 1,309株 17年12月期 1,309株

２　19年12月期の業績予想（平成19年１月１日～平成19年12月31日）

売上高 経常利益 当期純利益

百万円 百万円 百万円

中間期 1,800 0 0

通期 4,000 100 90

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）　　　200円59銭

３　配当状況

・現金配当  １株当たり配当金 配当金総額
(百万円)

配当性向
（％）

純資産配当
率（％）中間期末 期末 年間

17年12月期 － － － － － －

18年12月期 － － － － － －

19年12月期（予想） － － －    

※　上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいておりますが、様々な要因により記載の予想

数値と異なる可能性があります。
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６．個別財務諸表等
(1）貸借対照表

前事業年度
（平成17年12月31日）

当事業年度
（平成18年12月31日）

対前年比

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

増減
（千円）

（資産の部）  

Ⅰ　流動資産  

１．現金及び預金 2,480,699 1,529,949 △950,750

２．受取手形 800 200 △599

３．売掛金 ※３ 1,806,750 227,840 △1,578,910

４．有価証券 21,899 ― △21,899

５．商品  ※３ 325,246 220,048 △105,198

６．仕掛品 85,606 21,253 △64,353

７. ソフトウェア使用許
諾権

※５ 2,284,286 21,821 △2,262,465

８．貯蔵品 1,551 2,250 699

９．前渡金 5,677 30,168 24,490

10．前払費用  ※３ 177,422 79,468 △97,954

11．繰延税金資産 358,026 123,064 △234,962

12．未収消費税等 54,641 ― △54,641

13．短期貸付金 ※３ 1,576,856 1,007,081 △569,775

14．未収入金 ※３ 31,354 639 △30,715

15. 為替予約  4,923 7,351 2,427

16．その他 ※３ 15,929 55,307 39,378

　　貸倒引当金 △655 △128 527

流動資産合計 9,231,018 86.9 3,326,317 61.1 △5,904,701

Ⅱ　固定資産  

(1)有形固定資産  

１．建物 3,433 23,424  

減価償却累計額 △813 2,620 △1,715 21,708 19,088

２．工具器具備品 79,568 86,358  

減価償却累計額 △59,413 20,155 △60,160 26,197 6,042

有形固定資産合計 22,775 0.2 47,905 0.9 25,130

(2)無形固定資産  

１．ソフトウェア 340,252 87,028 △253,223

２．ソフトウェア仮勘
定

－ 40,189 40,189

３．電話加入権 1,339 1,339 －

無形固定資産合計 341,591 3.2 128,557 2.4 △213,034
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前事業年度
（平成17年12月31日）

当事業年度
（平成18年12月31日）

対前年比

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

増減
（千円）

(3)投資その他の資産  

１．投資有価証券 267,520 532,260 264,739

２．関係会社株式 439,255 907,681 468,426

３．出資金 185 － △185

４．関係会社出資金 45,145 － △45,145

５．従業員長期貸付金 77,971 722 △77,249

６．役員長期貸付金 － 68,386 68,386

７．関係会社長期貸付
　　金

－ 185,400 185,400

８．破産更生債権等 103,165 211,771 108,606

９．長期前払費用  － 123,555 123,555

10．繰延税金資産 79,615 － △79,615

11．差入保証金 49,016 80,091 31,075

12．保険積立金 57,671 31,694 △25,976

13．ゴルフ会員権 11,953 11,953 －

　　貸倒引当金 △103,180 △211,797 △108,616

投資その他の資産合
計

1,028,317 9.7 1,941,719 35.6 913,402

固定資産合計 1,392,683 13.1 2,118,182 38.9 725,498

資産合計 10,623,702 100.0 5,444,499 100.0 △5,179,202

 

（負債の部）
 

Ⅰ　流動負債  

１．買掛金  ※３ 1,219,495 103,159 △1,116,336

２．短期借入金  1,350,000 － △1,350,000

３. １年内償還予定の社
債

1,260,000 － △1,260,000

４．未払金 65,369 53,666 △11,702

５．未払費用 6,577 － △6,577

６．未払法人税等 19,922 15,648 △4,274

７．株式売却未実現利益  ※６ 777,481 309,721 △467,759

８．前受金 91,936 804 △91,131

９．預り金 12,976 861 △12,115

10．前受収益 29,025 172,824 143,798

11．その他 － 10,336 10,336

流動負債合計 4,832,785 45.5 667,022 12.2 △4,165,762
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前事業年度
（平成17年12月31日）

当事業年度
（平成18年12月31日）

対前年比

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

増減
（千円）

Ⅱ　固定負債  

１．社債 420,000 － △420,000

２. 新株予約権付社債 2,000,000 － △2,000,000

３．退職給付引当金 47,877 33,397 △14,479

４．役員退職慰労引当金 100,326 43,792 △56,533

５．繰延税金負債 － 7,864 7,864

６．その他 － 6,010 6,010

固定負債合計 2,568,203 24.2 91,065 1.7 △2,477,137

負債合計 7,400,989 69.7 758,088 13.9 △6,642,900
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前事業年度
（平成17年12月31日）

当事業年度
（平成18年12月31日）

対前年比

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

増減
（千円）

（資本の部）  

Ⅰ　資本金 ※１ 2,982,008 28.1 － － －

Ⅱ　資本剰余金  

１．資本準備金 2,427,208 －  

　資本剰余金合計 2,427,208 22.8 － － －

Ⅲ　利益剰余金  

１．任意積立金  

　　特別償却準備金 2,619 －  

２．当期未処理損失 2,010,774 －  

利益剰余金合計 △2,008,155 △18.9 － － －

Ⅳ　その他有価証券評価差額
金

※４ 156 0.0 － － －

Ⅴ　自己株式 ※２ △178,505 △1.7 － － －

資本合計 3,222,713 30.3 － － －

負債・資本合計 10,623,702 100.0 － － －

 

（純資産の部）         

Ⅰ　株主資本         

１．資本金   － －  5,002,925 91.9 －

２．資本剰余金         

(1）資本準備金  －   4,447,846    

資本剰余金合計   － －  4,447,846 81.7 －

３．利益剰余金         

(1）その他利益剰余金         

特別償却準備金  －   873    

繰越利益剰余金  －   △4,597,280   －

利益剰余金合計   － －  △4,596,407 △84.4 －

４．自己株式   － －  △178,512 △3.3 －

株主資本合計   － －  4,675,852 85.9 －

Ⅱ　評価・換算差額等         

１．その他有価証券評価
差額金

  － －  10,559 0.2 －

純資産合計   － －  4,686,411 86.1 －

負債純資産合計   － －  5,444,499 100.0 －
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(2）損益計算書

前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

対前年比

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

増減
（千円）

Ⅰ　売上高  

１．ＳＩビジネスサービス 1,581,777 677,269  

２．ライセンス等ビジネス
サービス

1,194,290 1,193,269  

３．ソフトウェア等販売 422,182 3,198,250 100.0 146,085 2,016,623 100.0 △1,181,627

Ⅱ　売上原価  

１．ＳＩビジネスサービス 1,213,941 619,732  

２．ライセンス等ビジネス
サービス

813,245 829,603  

３．ソフトウェア等販売 356,921 2,384,108 74.5 61,612 1,510,948 74.9 873,159

売上総利益 814,142 25.5 505,675 25.1 △308,467

Ⅲ　販売費及び一般管理費  

１．役員報酬 89,188 64,152  

２．給料手当 344,405 237,064  

３．退職給付費用 9,369 5,958  

４．法定福利費 38,806 32,395  

５．福利厚生費 8,970 8,389  

６．貸倒引当金繰入額 72,096 108,292  

７．役員退職慰労金 3,953 2,493  

８．役員退職慰労引当金繰
入額

9,181 11,502  

９．旅費交通費 40,572 23,172  

10. 減価償却費 57,379 56,735  

11．租税公課 20,271 24,771  

12．広告宣伝費 6,375 79,428  

13．支払報酬手数料 108,535 129,690  

14．業務委託費 321,672 237,330  

15．通信費 19,706 17,339  

16．水道光熱費 7,613 5,461  

17．消耗品費 6,810 －  

18．事務用品費 2,853 －  

19．事務用消耗品費 － 12,476  

20．地代家賃 44,026 51,552  

21．リース料 21,640 18,525  

22．その他 63,079 1,296,510 40.6 149,309 1,276,042 63.3 20,467

営業損失 482,367 △15.1 770,367 △38.2 △287,999
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前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

対前年比

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

増減
（千円）

Ⅳ　営業外収益  

１．受取利息及び配当金 ※１ 13,226 42,695  

２．有価証券利息  1,852 186  

３．業務受託手数料 ※１ 10,070 9,040  

４．為替差益 123 4,177  

５．為替予約評価益 4,923 2,427  

６．法人税等還付加算金 4,815 ―  

７．雑収入 2,699 37,710 1.2 3,312 61,840 3.1 24,129

Ⅴ　営業外費用  

１．支払利息 18,327 2,732  

２．社債利息 9,982 4,003  

３．社債手数料 11,040 5,629  

４．社債発行費 46,837 ―  

５．新株発行費 43 ―  

６．株式交付費 ― 5,577  

７．投資事業組合持分損失 10,639 16,485  

８. 貸倒引当金繰入額 270 ―  

９．雑損失 9,290 106,431 3.3 7,440 41,869 2.1 64,562

経常損失 551,088 △17.2 750,396 △37.2 △199,307

Ⅵ　特別利益  

１．投資有価証券売却益  175,934 2,000  

２．子会社株式売却益  ― 511,375  

３．株式売却未実現利益戻
入

 ※３ ― 467,759  

４．その他  ― 175,934 5.5 17,155 998,290 49.5 822,356

Ⅶ　特別損失  

１．移転関連費用  ― 8,031  

２．固定資産除却損 ※２ 4,202 1,341  

３．棚卸評価損  1,496,611 2,236,876  

４．ソフトウェア評価損  59,106 35,671   

５．関係会社株式評価損  108,983 ―   

６．投資有価証券評価損  ― 199,999   

７．契約解除損失  538,164 ―   

８．その他  4,512 2,211,581 69.2 33,355 2,515,277 124.7 △303,695

税引前当期純損失 2,586,735 △80.9 2,267,382 △112.4 319,353
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前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

対前年比

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

増減
（千円）

法人税、住民税

       及び事業税
4,430 5,566  

法人税等調整額 △99,380 △94,950 △3.0 315,302 320,869 15.9 △415,819

当期純損失 2,491,785 △77.9 2,588,252 △128.3 △96,466

前期繰越利益 481,011 － －

当期未処理損失 2,010,774 － －
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売上原価明細書

１．ＳＩビジネスサービス

前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅰ　労務費 201,839 16.9 61,824 9.4

Ⅱ　外注費 488,235 40.9 294,315 44.8

Ⅲ　経費 504,530 42.2 300,388 45.8

１．旅費交通費 11,675 1,178

２．減価償却費 150,038 168,047

３．賃借料 22,359 5,357

４．ハードウェア等 302,956 121,162

５．その他 17,501 4,643

当期総製造費用  1,194,605 100.0 656,528 100.0

期首仕掛品たな卸高  89,635  19,581  

 合計  1,284,240  676,109  

期末仕掛品たな卸高  19,581 20,939

他勘定振替高 ※ 50,717 35,437

ＳＩビジネスサービス原価 1,213,941 619,732

　（注）原価計算方法はプロジェクト別実際個別原価計算を採用しております。

※　他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。

項目 前事業年度（千円） 当事業年度（千円）

ソフトウェア 50,717 －

ソフトウェア仮勘定 － 24,698

棚卸評価損 － 10,738
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２．ライセンス等ビジネスサービス

前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅰ　労務費 57,827 6.6 73,206 9.4

Ⅱ　外注費 113,648 12.9 154,541 19.9

Ⅲ　経費 707,359 80.5 549,244 70.7

１．旅費交通費 2,629 3,123

２．減価償却費 129,519 38,959

３．賃借料 5,543 6,695

４．ライセンス料 42,558 33,648

５．ハードウェア等 517,916 456,963

６．通信費 4,072 3,133

７．その他 5,119 6,721

　当期総製造費用 878,835 100.0 776,992 100.0

  期首仕掛品たな卸高 435  66,025  

   合計 879,271  843,018  

　期末仕掛品たな卸高 66,025 313

　当期製品製造原価  813,245 842,704

　期首製品たな卸高  0 0

　計  813,245 842,704

　期末製品たな卸高  0 －

　他勘定振替高 ※ － 13,101

ライセンス等ビジネスサービス
原価

813,245 829,603

　（注）受託開発業務の原価計算方法はプロジェクト別実際個別原価計算を採用しております。また、その他の原価計算

方法は実際総合原価計算を採用しております。

※　他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。

項目 前事業年度（千円） 当事業年度（千円）

ソフトウェア仮勘定 － 10,491

棚卸評価損 － 2,610
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(3）損失処理計算書及び株主資本等変動計算書

損失処理計算書

前事業年度
株主総会承認日

（平成18年３月28日）

区分 金額（千円）

Ⅰ　当期未処理損失 2,010,774

Ⅱ　任意積立金取崩額

　特別償却準備金取
　　崩額

873 873

　　合　　計 2,009,901

Ⅲ　次期繰越損失 2,009,901
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株主資本等変動計算書

当事業年度（自　平成18年１月１日　至　平成18年12月31日）

株主資本

資本金

資本剰余金  利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金

その他利益剰余金

特別償却準備金 繰越利益剰余金

平成17年12月31日　残高（千円） 2,982,008 2,427,208 2,619 △2,010,774 △178,505 3,222,557

事業年度中の変動額

新株予約権の発行

新株の発行 2,020,916 2,020,637    4,041,554

新株予約権の買入償還       

特別償却準備金の取崩   △1,746 1,746  －

当期純利益    △2,588,252  △2,588,252

自己株式の取得     △6 △6

株主資本以外の項目の事業年度中
の変動額（純額）

      

事業年度中の変動額合計（千円） 2,020,916 2,020,637 △1,746 △2,586,506 △6 1,453,295

平成18年3月31日　残高（千円） 5,002,925 4,447,846 873 △4,597,280 △178,512 4,675,852

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成17年12月31日　残高（千円） 156 156  3,222,713

事業年度中の変動額

新株予約権の発行 250,000 250,000

新株の発行   △16,250 4,025,304

新株予約権の買入償還   △233,750 △233,750

特別償却準備金の取崩    －

当期純利益    △2,588,252

自己株式の取得    △6

株主資本以外の項目の事業年度中
の変動額（純額）

10,402 10,402  10,402

事業年度中の変動額合計（千円） 10,402 10,402 － 1,463,697

平成18年12月31日　残高（千円） 10,559 10,559 － 4,686,411
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重要な会計方針

項目
前事業年度

（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

１．有価証券の評価基準及び評

価方法

(1) 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法によってお

ります。

(1) 子会社株式及び関連会社株式

　同　左

 (2) その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部資本直入法により

処理し、売却原価は移動平均法によ

り算定）によっております。

(2) その他有価証券

時価のあるもの 

決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法に

より算定）によっております。

時価のないもの

移動平均法による原価法によってお

ります。

なお、投資事業有限責任組合及びそ

れに類する組合への出資（証券取引

法第２条第２項により有価証券とみ

なされるもの）については、組合契

約に規定される決算報告日に応じて

入手可能な最近の決算書を基礎とし、

持分相当額を純額で取り込む方法に

よっております。　　

時価のないもの

　　　同　左

 

　　

２．デリバティブの評価基準及

び評価方法

時価法によっております。 　同　左

３．たな卸資産の評価基準及び

評価方法

(1) 商品

個別法による原価法によっておりま

す。

(1) 商品

　同　左

(2) 仕掛品

個別法による原価法によっております。

(2) 仕掛品

　同　左

(3) ソフトウェア使用許諾権

個別法による原価法によっております。

(3) ソフトウェア使用許諾権

　同　左

(4) 貯蔵品

最終仕入原価法によっております。

(4) 貯蔵品

　同　左

４．固定資産の減価償却の方法 (1) 有形固定資産

定率法によっております。

なお、主な耐用年数は以下の通りであ

ります。 

建物　　　　　　３～15年

工具器具備品　　３～20年　 

(1) 有形固定資産

　同　左
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項目
前事業年度

（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

(2) 無形固定資産

　市場販売目的のソフトウェアについ

　ては、見込販売収益に基づく償却額

　と残存有効期間（３年）に基づく均

　等配分額とを比較し、いずれか大き

　い額を計上しております。

(2) 無形固定資産

　　　同　左

　自社利用のソフトウェアについては

　  社内における利用可能期間（５

年）

  に基づく定額法を採用しておりま

  す。

５．繰延資産の処理方法 (1) 社債発行費

支出時に全額費用として処理してお

　ります。

(1) 社債発行費

　　　同　左

(2) 新株発行費

支出時に全額費用として処理してお

　ります。

(2) 株式交付費

支出時に全額費用として処理してお

　ります。

６．引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるた

　め、一般債権については貸倒実績率

　により、貸倒懸念債権等特定の債権

　については個別に回収可能性を勘案

　し、回収不能見込額を計上しており

　ます。

(1) 貸倒引当金

　　同　左

(2) 退職給付引当金

従業員の退職金の支払に備えるため、

当社退職金規程に基づく自己都合によ

る期末要支給額を用いて算出した退職

給付債務を計上しております。

(2) 退職給付引当金

　　同　左

 (3) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、

役員退職慰労金規程に基づく期末要支

給額を計上しております。

       

(3) 役員退職慰労引当金

　同　左

 

     

７．収益及び費用の計上基準 (1) 売上

売上高のうち、開発期間が１年以上

かつ受注金額が１億円以上の受託開

発は進行基準によっております。

 

(2) ソフトウェア使用許諾権の処理方法

ソフトウェア使用許諾権のうち、顧客

関係構築システムについて、許諾権お

よび更新料だけを販売したものは、ソ

フトウェア等販売の売上原価で処理し

ております。それ以外のソフトウェア

使用許諾権は、払出時にＳＩビジネス

サービスもしくはライセンス等ビジネ

スサービスの売上原価の経費（ハード

ウェア等）で処理しております。

(1) 売上

　同　左

 

 

 

(2) ソフトウェア使用許諾権の処理方法

　同　左
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項目
前事業年度

（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

ソフトウェア使用許諾権に含まれる

ソフトウェアの更新料については、

更新期限までの期間にわたり定額法

による按分額を全額販売費及び一般

管理費として処理しております。

 

（追加情報）

ソフトウェア使用許諾権に含まれる

ソフトウェアの更新料は、従来更新

期限が到来した時点で費用処理して

おりましたが、金額的重要性が増し

てきたため、当事業年度より更新期

限までの期間にわたり定額法による

按分額を費用処理することとしてお

ります。

この結果、従来の方法によった場合

と比較して、営業損失、経常損失及

び税引前当期純損失がそれぞれ1,591

千円多く計上されております。 

 

 

 

 

 

 

─────

 

８．リース取引の処理方法 リース物件の所有権が借主に移転す

ると認められるもの以外のファイナ

ンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理によっております。

　　同　左

９．その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項

消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

消費税等の会計処理

　　同　左
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会計処理方法の変更

前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

─────
　(貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準）

  当事業年度より、「貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準」（企業会計基準第５号　平成17年12月

９日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第８号平

成17年12月９日）を適用しております。

　従来の資本の部の合計に相当する金額は4,686,411千円

であります。

　なお、財務諸表等規則の改正により、当事業年度にお

ける貸借対照表の純資産の部については、改正後の財務

諸表等規則により作成しております。

─────
　(固定資産の減損に係る会計基準）

　当事業年度より、固定資産の減損に係る会計基準（「固

定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見書]（企

業会計審議会　平成14年８月９日））及び「固定資産の

減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第６号　平成15年10月31日）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。
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表示方法の変更

前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

───── (損益計算書）

 販売費及び一般管理費の「消耗品費」及び「事務用品

費」については、当事業年度より一括して「事務用消耗

品費」として表示しております。

「新株発行費」については、当事業年度より「株式交付

費」として表示しております。

注記事項

（貸借対照表関係）

前事業年度
（平成17年12月31日）

当事業年度
（平成18年12月31日）

※１．授権株式数及び発行済株式総数

授権株式数　　　 普通株式 224,064株

発行済株式総数 普通株式 147,013株

 ─────

※２．自己株式

　　　当社が保有する自己株式の数は、普通株式1,309株

　　　であります。

─────

※３．関係会社項目

　　　関係会社に対する資産及び負債には区分掲記され

　　　たもののほか次のものがあります。

流動資産

　売掛金

　短期貸付金

 

223,120

1,411,000

 

千円

千円

流動負債

　買掛金

 

114,759

 

千円

上記以外に関係会社に対する資産として、立替金、

未収入金、前払費用、商品、未収収益が285,519千

円あります。

※３．関係会社項目

　　　関係会社に対する資産及び負債には区分掲記され

　　　たもののほか次のものがあります。

流動資産

　売掛金

　短期貸付金

 

90,386

862,600

 

千円

千円

流動負債

　買掛金

 

59,694

 

千円

※４．配当制限

　　　有価証券の時価評価により、純資産が156千円

　　　増加しております。

　　　なお、当該金額は、商法施行規則第124条第３号の

　　　規定により配当に充当することが制限されており

　　　ます。

 

─────

※５．ソフトウェア使用許諾権

顧客関係構築等を目的とする業務用ソフトウェアの

使用許諾権及びそれに付随するソフトウェアの更新

料であります。

※５．ソフトウェア使用許諾権

同　左

※６.株式売却未実現利益 

保有有価証券を子会社に売却した際に発生した売却

益を繰り延べたものであります。 

※６．株式売却未実現利益 

同　左

  ７．資本の欠損の額は2,186,660千円であります。 ─────
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（損益計算書関係）

前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

※１．関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれ

　　　ております。

　　　営業外収益

　　　　　受取利息　　　　　　　　　9,710千円

　　　　　業務受託手数料　　　　　　9,573千円

※１．関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれ

　　　ております。

　　　営業外収益

　　　　　受取利息　　　　　　     30,734千円

　　　　　業務受託手数料　　　　　　9,040千円

※２．固定資産除却損は、建物3,228千円、工具器具備品

973千円であります。

※２．固定資産除却損は、建物15千円、工具器具備品736

千円、ソフトウェア590千円であります。

　　　　　　　　　　───── ※３．過年度に保有有価証券を子会社に売却した際に発生

した売却益の戻入であります。

（株主資本等変動計算書関係）

当事業年度（自　平成18年１月１日　至　平成18年12月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

前事業年度末
株式数（株）

当事業年度
増加株式数（株）

当事業年度
減少株式数（株）

当事業年度末
株式数（株）

自己株式

普通株式 1,309 0 － 1,309

合計 1,309 0 － 1,309
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①　リース取引

前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以

外のファイナンス・リース取引

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以

外のファイナンス・リース取引

１．リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額

及び期末残高相当額

１．リース物件の取得価額相当額、減損損失累計額相当額、

減価償却累計額相当額及び期末残高相当額

取得価額
相当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高
相当額
（千円）

車両運搬具 15,526 10,124 5,401

工具器具備品 125,886 73,051 52,835

合計 141,412 83,175 58,237

取得価額
相当額
（千円）

減価償却累
計額相当額
（千円）

期末残高
相当額
（千円）

車両運搬具 7,526 3,763 3,763

工具器具備品 85,337 43,493 41,844

合計 92,863 47,256 45,607

２．未経過リース料期末残高相当額 ２．未経過リース料期末残高相当額等

 　　未経過リース料期末残高相当額

１年内 20,579千円

１年超 38,418千円

合計 58,998千円

１年内 19,275千円

１年超 27,143千円

合計 46,419千円

３．支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額 ３．支払リース料、リース資産減損勘定の取崩額、減価償

却費相当額、支払利息相当額及び減損損失

支払リース料 28,939千円

減価償却費相当額 27,724千円

支払利息相当額 1,581千円

支払リース料 22,776千円

減価償却費相当額 21,747千円

支払利息相当額 1,463千円

４．減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証

の取り決めがある場合は、残価保証額）とする定額法

によっております。

４．減価償却費相当額の算定方法

　同　左

５．利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額

を利息相当額とし、各期への配分方法は利息

法によっております。

５．利息相当額の算定方法

　同　左

 (減損損失について）

 リース資産に配分された減損損失はありません。

②　有価証券

前事業年度末（平成17年12月31日現在）

　子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。

当事業年度末（平成18年12月31日現在）

　子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。
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③　税効果会計

前事業年度
（平成17年12月31日）

当事業年度
（平成18年12月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

（繰延税金資産） （千円）

退職給付引当金損金算入限度

超過額
19,297

未払賞与損金不算入額 7,656

貸倒引当金繰入限度超過額 41,988

ソフトウェア償却超過額 70,031

役員退職慰労引当金繰入超過

額
40,832

たな卸評価損 639,024

契約解除損失 174,353

未払事業税 6,355

株式売却未実現利益 316,434

関係会社株式評価損 44,356

繰越欠損金 28,695

その他 888

繰延税金資産小計 1,389,916

評価性引当額 △948,964

繰延税金資産合計 440,951

（繰延税金負債） （千円）

特別償却準備金 1,198

その他有価証券評価差額金 107

その他 2,003

繰延税金負債合計 3,309

繰延税金資産の純額 437,642

（繰延税金資産） （千円）

退職給付引当金損金算入限度

超過額
13,703

貸倒引当金繰入限度超過額 86,201

ソフトウェア償却超過額 43,228

役員退職慰労引当金繰入超過

額
17,823

たな卸資産評価損 1,544,718

契約解除損失 174,353

未払事業税 5,127

株式売却未実現利益 126,056

関係会社株式評価損 125,756

繰越欠損金 166,711

その他 8,717

繰延税金資産小計 2,312,399

評価性引当額 △2,186,342

繰延税金資産合計 126,056

（繰延税金負債） （千円）

特別償却準備金 617

その他有価証券評価差額金 7,247

その他 2,992

繰延税金負債合計 10,856

繰延税金資産の純額 115,199

  

繰延税金資産の純額は、貸借対照表の以下の項目含ま

れております。 

 （千円） 

流動資産－繰延税金資産 358,026

固定資産－繰延税金資産 79,615

繰延税金資産及び繰延税金負債の純額は、貸借対照表

の以下の項目に含まれております。

 （千円） 

流動資産－繰延税金資産 123,064

固定負債－繰延税金負債 7,864

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異の原因となった主な項目別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異の原因となった主な項目別の内訳

税引前当期純損失が計上されているため、記載をして

おりません。

税引前当期純損失が計上されているため、記載をして

おりません。
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（１株当たり情報）

前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

１株当たり純資産額  　 22,118円22銭

１株当たり当期純損失金額 17,101円92銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、潜在株式が存在するものの１株当たり当期純損失が計

上されているため記載しておりません。

１株当たり純資産額   10,445円 21銭

１株当たり当期純損失金額 16,284円 55銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について

は、潜在株式が存在するものの１株当たり当期純損失が計

上されているため記載しておりません。

　（注）１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日)

当事業年度
(自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日)

１株当たり当期純利益金額

当期純損失（千円） 2,491,785 2,588,252

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純損失（千円） 2,491,785 2,588,252

期中平均株式数（株） 145,702 158,939

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益の算定に含めなかった

潜在株式の概要

 新株引受権方式によるストック

 オプション

平成12年９月12日臨
時株主総会決議

3,766株

平成12年10月19日臨
時株主総会決議

48株

平成13年３月28日定
時株主総会決議

386株

平成13年８月１日臨
時株主総会決議

832株

新株予約権方式によるストック

オプション

平成15年３月27日定
時株主総会決議

432個

平成16年３月26日定
時株主総会決議

417個

 新株引受権方式によるストック

 オプション

平成12年９月12日臨
時株主総会決議

3,642株

平成12年10月19日臨
時株主総会決議

48株

平成13年３月28日定
時株主総会決議

100株

平成13年８月１日臨
時株主総会決議

614株

新株予約権方式によるストック

オプション

平成15年３月27日定
時株主総会決議

339個

平成16年３月26日定
時株主総会決議

265個
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（重要な後発事象）

前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

１．株式交換に関する覚書の締結及び解除

当社および株式会社ジャレコは、日本市場におけるＣ

ＲＭ導入の加速等を目的として、平成18年１月30日に

両社の取締役会において、今後の経営の交流を前提と

して平成18年５月１日に株式交換を行う予定とする決

議を行い、覚書を締結しました。

しかし、その後、当社と株式会社ジャレコとの間で協

議を重ねた結果、株式交換に関する具体的な諸条件に

ついて最終合意に至らなかったため、平成18年２月27

日の取締役会において、当該株式交換に関する覚書を

解除することを決議いたしました。

 ２．株式会社アイカルの株式取得による子会社化

当社は、平成18年２月10日、ＩＴＸネクストリーム１

号投資事業組合(ＩＴＸＮ)と連携し、株式会社アイカ

ルを第三者割当増資の引受および株式譲渡契約により

子会社化することに関してＩＴＸＮ並びに株式会社コ

ンピューター利用技術研究所、株式会社アイカル及び

前２社の代表取締役である執行信昭氏と合意書を締結

することを取締役会決議いたしました。　　　　　　

　　　

 　(1) 子会社となる会社の概要（平成18年２月10日現在）

① 商号 株式会社アイカル

② 本社所在地 
福岡県福岡市早良区百道浜２丁目

１番22号

③ 設立年月日 平成14年12月２日

④ 代表者 代表取締役社長　執行信昭

⑤ 資本金 114,500千円 

⑥ 事業内容
多次元データベース「CACHÉ」販

売・関連システム開発・保守等

⑦ 従業員数 25名 

⑧ 発行済株式数 4,040株 

⑨ 株主
株式会社コンピューター利用技術

研究所、執行信昭 

 　(2) 株式取得の概要

　　 ① アイカル既存株主からＩＴＸＮに対するアイカル

 　     株式譲渡

譲渡株式数 普通株式　4,040株

譲渡価額 １株につき金16,400円

譲渡日 平成18年２月13日

譲渡主 
株式会社コンピューター利用技

術研究所、執行信昭 

     ② アイカルからＩＴＸＮに対する第三者割当増資

発行新株式数 普通株式　4,651株 

発行価額 １株につき金17,200円 

払込期日 平成18年２月24日

 １.損害賠償請求訴訟について

当社は、ＴＩＳ株式会社よりソフトウェア使用許諾権

の販売契約解除に基づく損害賠償債務不存在確認の訴

えを平成17年７月15日東京地方裁判所に提起されまし

た。

これに対し、当社は平成17年８月25日、ＴＩＳ株式会

社に対して、損害賠償請求訴訟（請求額４億6,480万

円）を同裁判所に提起致しました。本件は、ＴＩＳ株

式会社による違法な行為により当社が被った損害の賠

償を求めるものであり、平成17年７月15日にＴＩＳ株

式会社により提起された損害賠償債務不存在確認請求

訴訟の反訴として提起したものであります。

平成19年２月15日に同裁判所にて、当社の請求を棄却

する判決が下されました。

なお、今後の控訴については、未定であります。
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前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

      ③ アイカルからイーシステムに対する第三者割当 

         増資

発行新株式数 普通株式　5,814株 

発行価額 １株につき金17,200円 

払込期日 平成18年４月21日（予定）

 　　 ④ ＩＴＸＮからイーシステムに対するアイカル株

　 　　　式譲渡

発行新株式数 普通株式　2,020株 

譲渡価額 １株につき金17,200円 

譲渡日 平成18年４月21日（予定）

 ３．エブリパスジャパン株式会社の事業終了について

　当社取引先であるエブリパスジャパン株式会（以下

  「同社」）より平成18年１月９日に同社が事業を終

   了するという通知を受けました。

　 当社は、同社の販売代理店であり、同社製ソフトウ

　 ェアを当社顧客に販売すると同時に、サポートサー

　 ビス契約を締結しております。この契約履行のため

　 同社ともサポートサービス契約を締結し、サービス

　 を受けております。

   当社は、同社の債務整理を行う代理人に対し、保守

　 料返還及び今後当社が顧客に対するサポートサービ

　 スを継続して履行するために必要な情報提供の要請

　　

　 を行っております。

　 今後、同社よりサポートサービスの提供を受けられ

　 ない場合、当社は顧客に対するサポートサービス提

　 供義務を履行できない可能性があります。当該事象

　 が当社の営業活動及び財務諸表に与える影響は、不

　 明であります。

 ４．新株予約権の発行について

     平成18年３月28日開催の定時株主総会において、商

     法第280条ノ20及び商法第280条ノ21の規定に基づき

     以下のとおり新株予約権を発行することを決議いた 

     しました。

   (1) 特に有利な条件により新株予約権を発行する理由

       当社および当社の関係会社の業績向上に対する意

       欲や士気を高めるため。

   (2) 新株予約権割当の対象者

       当社および当社の関係会社の取締役、監査役、顧

       問および従業員

   (3)新株予約権発行の要領

    ① 新株予約権の目的となる株式の種類および数

　　　　当社普通株式2,000株を上限とする。

　　　　なお、当社が株式分割または株式併合を行う場

　　　　合、次の算式により新株予約権の目的たる株式

　　　　の数を調整するものとする。ただし、かかる調

　　　　整は新株予約権のうち、当該時点で行使されて

　　　　いない新株予約権の目的たる株式の数について

　　　　行われ、調整の結果生じる１株未満の端数につ　

　　　　いては、これを切り捨てるものとする。
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前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

　　　　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

　

　　　　また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併

　　　　を行い本件新株予約権が承継される場合、また

　　　　は当社が新設分割もしくは吸収分割を行う場

　　　　合、当社は必要と認める株式数の調整を行うこ

　　　　とができるものとする。

  　② 新株予約権の総数

         2,000個（新株予約権１個あたりの目的となる普

         通株式数１株。ただし、前項１に定める株式数

         の調整を行った場合は、同様の調整を行う。）  

         を上限とする。

    ③ 新株予約権の発行価額

        無償で発行するものとする。

    ④ 新株予約権の行使に際して払込をすべき金額

 　　　各新株予約権の行使に際して払込をすべき金額

　　　 は、各新株予約権の行使により発行または移転す

　　　 る株式１株当たりの払込金額（以下、「行使価

　　　 額」という。）に新株予約権１個当たりの目的た

　　　 る株式数を乗じた金額とする。行使価額は、新株

　　　 予約権を発行する日（以下、「発行日」とい

　　　 う。）の属する月の前月の各日（取引が成立しな

　　　 い日を除く。）における株式会社大阪証券取引所

　　　 の当社普通株式の普通取引の終値（以下、「終

　　　 値」という。）の平均値に1.05を乗じた金額（１

　　　 円未満の端数は切り上げる。）とする。

       ただし、その金額が新株予約権発行日の当日の終

　　　 値（当日に終値がない場合は、それに先立つ直近　

　　　

　　　 日の終値。）を下回る場合は、当該終値を行使価

　　　 額とする。

　　　 なお、新株予約権発行後、当社が株式分割または

　　　 株式併合を行う場合、上記行使価額は分割または

　

　　　 併合の比率に応じ次の算式により調整されるもの

　　　 とし、調整により生じる１円未満の端数は切り上

　　　 げるものとする。

         調整後行使価額＝調整前行使価額× 

１

分割・併合の比率

        また、時価を下回る価額で新株式の発行または自

　

　　　  己株式の処分（新株予約権の行使ならびに商法等　

　　

        の一部を改正する法律（平成13年法律第128号）

        施行前の商法に定められた新株引受権の行使によ

　　　  る場合を除く。）が行われる場合、上記行使価額

　　　  は次の算式により調整されるものとし、調整によ

　

　　　  り生ずる１円未満の端数は切り上げるものとす

　　　  る。
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前事業年度
（自　平成17年１月１日
至　平成17年12月31日）

当事業年度
（自　平成18年１月１日
至　平成18年12月31日）

        調整後行使価額＝調整前行使価額×

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

新規発行前の株価

既発行株式数＋新規発行株式数

上記算式において、「既発行株式数」とは当社の発

行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除

した数とし、自己株式の処分を行う場合には、「新

規発行株式数」を「処分する株式数」に、「新規発

行前の株価」を「処分前の株価」にそれぞれ読み替

えるものとする。

さらに、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を

行い本件新株予約権が承継される場合、または当社

が新設分割もしくは吸収分割を行う場合、当社は必

要と認める行使価額の調整を行うものとする。

    ⑤ 新株予約権を行使することができる期間

        平成20年４月１日から平成28年３月28日まで

    ⑥ 新株予約権の行使の条件

 　　 (a) 新株予約権者は、権利行使時において、当社ま

          たは当社の関係会社の取締役、監査役、顧問ま

          たは従業員のいずれかの地位を保有しているこ

          とを要する。ただし、任期満了による退任、自

          己都合（死亡による場合を除く）または早期退

          職もしくは定年退職により退職した場合、取締

          役会で特に認められた場合に限りその権利を行

          使することができるものとする。 

      (b) 新株予約権者が死亡した場合、新株予約権者の

          相続人がその権利を行使することができるもの 

          とする。

      (c) 新株予約権の譲渡・質入れその他一切の処分は

          認めないものとする。 

　　　(d）その他の条件については、平成18年３月28日開

　　　　　催の当社定時株主総会決議及び当社取締役会決

　　　　　議に基づき、当社と対象の取締役、監査役、顧

　　　　　問及び従業員との間で締結する「新株予約権付

　　　　　与契約」に定めるところによるものとする。

    ⑦ 新株予約権の消却事由および条件

　　  (a）当社が消滅会社となる合併契約書の議案が承認

          されたとき、当社が完全子会社となる株式交換

          契約書承認の議案または株式移転の議案につき

　

　　　　  株主総会で承認されたときは、当社は本件新株

          予約権を無償で消却できるものとする。 

      (b）本新株予約権は、新株予約権の割当を受けた者

          が⑥(a)に定める条件を満たさない状態となり

          権利を喪失した場合にはその新株予約権を無償

          で消却できるものとする。ただし、この場合の

          消却手続きは新株予約権の行使期間終了後一括

          して行うことができるものとする。

    ⑧ 新株予約権の譲渡制限

　　　　新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要

　　　　するものとする。 

    ⑨ その他細目事項

　　　　新株予約権に関するその他の細目事項については

　　　　取締役会決議により決定するものとする。
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